
中谷宇吉郎 
雪の科学館友の会

2023年 1 2 月
第 60号

ROKKA

中谷宇吉郎雪の科学館友の会会報

ろっか（題字　矢田松太郎氏）

雪の科学館友の会

ろっか（題字　矢田松太郎氏）

中谷宇吉郎雪の科学館 内  〒922-0411石川県加賀市潮津町イ-106　℡：0761-75-3323   E-mail：yuki-mus@angel.ocn.ne.jp

Newsletter of The Friends of Nakaya Ukichiro Museum of Snow and Ice

　今年（2023年）7月4日、中谷宇吉郎と2歳下の弟で考古学者の中谷治宇二郎を顕彰する生家跡が整備されました。
明治の中頃に片山津温泉にできた丸中屋という呉服・雑貨の店が、中谷兄弟の生家でした。
　「雪は天から送られた手紙である」と彫った石碑と、中谷兄弟を紹介したパネルが置かれ、その背後の屏風のよう
な壁には、山並み（白山？）や地層（土偶が眠る？）がデザインされ、降る雪を表すかのような白く小さな点々が添え
られています。また、底に置かれたごつごつした石は、雪の科学館の中庭にあるグリーンランドの石を連想させます。
　生家跡の記念碑の始まりは、1980年に片山津温泉開湯百周年を機に宇吉郎を顕彰するため設置された石碑ですが、
それが今度も再配置されています。更に、2000年の宇吉郎生誕100年の時にパネルが追加されましたが、その後の
約20年を経て再整備が必要になりました。そこで、生誕120年を前にした2019年12月、友の会会長と記念財団代表
理事が連名で加賀市に要望書を提出し、その結果、基礎部分を加賀市が整備し、仕上げのデザインは記念財団が実施
して完成に至りました。そして、宇吉郎と治宇二郎の兄弟を顕彰する碑として、再スタートしたのです。（神田）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2頁にパネルの拡大図
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　　　　　　　　　私が館長に就任してから、今年

　　　　　　　　度で４年目になります。雪の科学

　　　　　　　　館は、大変ユニークで魅力あふれ

　　　　　　　　る科学館ですが、その魅力をさら

　　　　　　　　に大きなものとするには、今後科

　　　　　　　　学館がどうあるべきかを考えてお

くことも重要です。大変難しい問題であり、現時点

でとても結論めいたことを申し上げることはできま

せん。しかし、この3年あまりの科学館の活動を振

り返ることで、少しでも将来への展望を描くきっか

けになればと考え、本稿をまとめることとしました。

　最初に、雪の科学館が果たすべき役割として、い

くつかのポイントがあると思います。すなわち、

①来館者に魅力あふれる展示を提供する場としての

　役割。

②教育や研究への寄与としての役割。

③中谷宇吉郎関連の資料の利活用の場としての役割。

④アートとサイエンスの対話の場としての役割。

の４つです。

　この中で、①のポイントでは、雪の科学館は開館

以来、きわめてユニークで活発な活動を展開してき

ました。すでに十分な実績があり、今後もこれが科

学館の中心的な役割を担うことは言うまでもありま

せん。一方で、雪の科学館の魅力をさらに高いもの

とするには、②～④の役割をバランスよく充実して

いくことが一つの方法と考えます。ここでは、この

視点に立って、この数年の科学館の活動を振り返り

ます。

　②の教育や研究に関する役割に関連する活動とし

ては、科学館と北大の低温科学研究所の間での連携

協定の締結があります。この協定に基づき、低温科

学研究所で得られた最新の研究成果を展示・紹介す

ることや、研究所教員による講演会などが開催され

てきました。さらには、近隣の高校で研究所教員に

よる出前授業の試みも実施されました。すなわち、

このような枠組みを構築することで、科学館が研究

機関で得られた最先端の研究成果を一般の皆さんに

分かりやすく伝えるという橋渡しの役割を果たすこ

とが可能になったことを意味しています。科学館が

これまで培ってきた基礎的な科学教育への寄与に加

えて、最先端科学に触れる場を提供するという新た

な視点での活動が可能になったともいえるでしょう。

　③の中谷宇吉郎関係の資料の利活用では、宇吉郎

の残した研究資料を整理してデータベース化を目指

す取り組みが実施されました。この事業の成果は、

2022年7月に片山津において公開の討論会として報

告が行われ、全国の研究者を含む大勢の参加者があ

りました。宇吉郎の残した資料は、第一級の価値を

持つ科学者資料であることが、改めて確認されまし

た。今後は、その資料の保存と利活用を促進するた

めに、科学館が中心的な役割な役割を果たすことが

求められています。

　最後に④のアートとサイエンスの対話という役割

についても述べておきたいと思います。これは、雪

の科学館の庭に設置されている中谷芙二子さんの

「グリーンランド氷河の原」の作品展示を今後どの

ように発展させるかということに関係しています。

この作品は、自然現象である「霧」を制御すること

で生み出された、まさにアートとサイエンスの融合

を象徴する作品です。この作品が“科学館”という

場に展示されていることが重要で、世界でも類を見

ないユニークな施設となっています。この大きな特

徴をさらに全面に打ち出すような活動も今後の科学

館の役割として極めて重要です。

　以上のように、雪の科学館の目指すべき４つの役

割とその現状について述べてきました。雪の科学館

は、来年に開館30周年を迎えます。今後、さらなる

30年間でさらに発展を遂げる事ができるかどうかは、

ここに述べた役割をいかにバランスよく展開してい

けるかに掛かっていると言えます。中谷宇吉郎とい

う科学者の目を通して、雪や氷の科学の普及と広報、

そしてアートの世界との関連まで、雪の科学館には

新たな世界観を提示できるポテンシャルが備わって

いることは確かです。これをどう活かすか、皆様の

御知恵を拝借しながら進んでいきたいと思います。

雪の科学館の役割
―館長就任3年を振り返って―
中谷宇吉郎雪の科学館　館長　古川義純

  （本稿は、2023年7月に開催された中谷宇吉郎雪の

科学館の友の会総会における館長挨拶の内容を元に執

筆したものです。）
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　昨年度、高知、埼玉、加賀と３事業を実施した雪

と氷のワークショップですが、本年度は福島県会津

若松市の福島県立博物館で実施しました。

　雪と氷のワークショップは小学生親子を対象に雪

と氷の実験、観察をするもので、観察する結晶をレ

プリカで代用することにより場所、季節を問わずに

開催できます。そして協力者も開催地近隣の会員に

お願いすれば、会員の雪氷実験への理解も深まり、

相互の親睦も図れると考えました。資金面では子ど

もゆめ基金から助成をいただいております。

　スタッフは地元、会津若松市の会員、菅家富子さ

んと永峯聡子さん、永峯さんの友人の渋川裕子さん。

隣県茨城県から今泉佳二さんと太平博久さん。加賀

市から神田顧問と柏田。それに雪の科学館の石川学

芸員が参加していただきました。

　実施日は８月11日（山の日）。会津は神田顧問の

故郷（喜多方市）。ということで、神田顧問は数日前

に里帰りを兼ねて現地入り。他の県外メンバーは、

前日に現地入りしました。

　前日の10日は13時から会場設営とリハーサル。会

場の福島県立博物館は福島県会津地方の中心地、会

津若松市のさらに中心部、会津若松城に隣接してい

ます。お借りした部屋は実習室ということで、スク

リーンや水道などの設備の整った使いやすいお部屋

でした。

　リハーサルを終えてからは県外組を中心にお城見

学。城内展示の戊辰戦争の激烈さに戦慄しました。

　翌日の本番は午前、午後の２回実施。２回とも予

約で満員でしたが午後の部で当日キャンセルがあり、

合わせて子ども37人、保護者31人、計68人の参加が

ありました。

　まず柏田が中谷宇吉郎や雪の研究について話し、

実験指導の神田顧問に引き継ぎます。初めはスマホ

での雪の結晶（レプリカ）の写真撮影です。各テー

ブル担当者の指導の下、２月に採取したての結晶レ

プリカのきれいさに歓声が上がりました。

　次はダイヤモンドダストの実験です。これはアイ

スストッカー内での氷晶を成長させるもので、虹色

に輝くダイヤモンドダストやシャボン膜での結晶成

長に子どもたちの目は釘付けでした。ダイヤモンド

ダスト観察の合間には高知で好評だった氷つりの実

雪と氷のワークショップ

友の会会長　柏田  剛明
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験を行いました。

　その後はチンダル像の実験。雪の科学館ではおな

じみですが、氷の微妙な温度変化で出来が異なり、

特に午後は苦労しました。

　最後の実験は氷のペンダント作り。きれいに出来

たペンダントを胸に、みんなで記念写真を撮りまし

た。そして会津は寒冷積雪地ということで、雪の結

晶やチンダル像の観察法について話して、教室を終

えました。

　来年度は茨城県、石川県での開催を計画していま

す。詳細は次号でお知らせする予定ですので、お近

くにお住まいの方はご協力をお願いします。また、

この事業は今後も全国で開催したいと思っています。

学校の教室程度の広さの会場があれば、どこでもで

きますので、ご希望があれば是非ご連絡をお願いし

ます。

　友の会の初代会長だった表英治さんが、10月25日

ご逝去されました。86歳でした。

　雪の科学館が開館した頃、表さんは片山津小学校

の校長をされていましたが、退職の翌年（1998年）

に開かれた友の会結成総会で会長に選出されたので

す。友の会と館は強いタッグを組み、この年から始

めた夏の「科学工作ひろば」（後の「子ども雪博士ま

つり」）を成功させ、2000年の生誕100年の諸事業に

向けて、怒濤の日々もあったのです。

　生誕100年のイベントは加賀市だけでなく、各地

で行われました。写真は、北海道の北広島市図書館

で開かれたイベントに表会長（写真左）と私が加賀

から出かけた時のものです。その頃、竹内昭一郎さ

んや米国のウォッシュバンさんなどから友の会に寄

付がありましたが、その中から北広島でのイベント

に協力金を出そうということになり、交流会の場で、

表会長から代表の若濱五郎先生（故人）に協力金を

お渡しする一幕もありました。

　2010年のある日、「退任したい」とのお手紙をい

ただき、その後は口野哲夫さんが会長になられまし

た。表さんは館が指定管理に移行するまで約13年間、

会長を務められたのです。

　表さんは「翠雲」の号を持つ書家でもあり、退任

後も講演会の垂れ幕を書いていただいたりしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神田）

表英治さん（初代会長）がご逝去

　2023年度の総会は7月1日(土）11時からテリーナ

ホールで15名の出席で開催されました。六花59号に

寄稿された土屋さんも両親とともに参加され、会長、

館長の挨拶、議案の審議に続いて、活発に意見が交

わされました。

2023年度総会
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■芙二子さん加賀市名誉市民に

　中谷宇吉郎の二女で霧の彫刻家として世界的に活

躍されている現代美術家、芙二子さんが加賀市名誉

市民となり、7月7日（金）、ホテルアローレにて称号

授与式が行われました。父、宇吉郎も1975年に加賀

市名誉市民の追贈をうけており、これで親子２代に

わたっての名誉市民となりました。

　また、9月3日（日）にはNHK日曜美術館にて「天

にささげる“霧”霧の彫刻家・中谷芙二子」が放映

されました。

■アメリカの中谷家ご親族の方々が多数ご
来館

　ご親族の方々は、中谷宇吉郎博士の長女のオルス

ン 中谷咲子氏の三回忌の法要に合わせて来日されま

した。

　館の展示や映画、ダイヤモンドダスト、チンダル

像、氷のペンダントの実験をご覧になり、中谷芙二

子氏が手掛けた中庭の霧も楽しまれました。

その一つに『世界で初めて人工的に雪の結晶の製作

に成功した研究室資料』として、北海道大学低温科

学研究所が所有する人工雪製作装置（中谷宇吉郎が

製作した装置のレプリカ）など4点が登録され、

2023年9月12日に国立科学博物館にて重要科学技術

史資料認定授与式が行なわれました。

■科学館の主催事業

①サイエンス･コミュニケーション･プロジェ
クトによるAI＆データサイエンスの教室

日程：5/20（土）、11/12（日）の2回開催

講師：南出 章幸 さん、竹俣 一也 さん（ともに金沢

工業大学教授）、藤島 悟志 さん（国際高等専門学校

教授）、松本 陽一（ソフトバンク）

教室参加者の感想

「プログラミングは難しかったけどゲームを自分

トピックス

■雪の研究資料、「重要科学技術史資料」に

　科学技術史資料の保存と次世代への継承を目的と

した登録制度「重要科学技術史資料（愛称：未来技

術遺産）」に今年新たに20件が登録されましました。

認定証を受ける北大低温研の渡部直樹所長(右)

背景のスライドは登録された4点
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で作るって意外と楽しい」（小３）

「Pepperを動かせることはあまりないので、こう

いう機会があってよかった」（小３）

「受講前は難しそうと思っていたAIが身近になっ

て嬉しかった」（大人）

④夏休み特別企画「雪の万華鏡づくり」

日程：8/19（土）

講師：いしこ ゆか さん（万華鏡専門店prism）

教室参加者の感想

「きれいですごかったです。またしたいです」（小2）

「たまごパックやセロハンでいろいろな形や色が出

てすごいと思いました」（大人）

また、この企画にあわせて、友の会が中庭にて氷つ

りコーナーを開設しました。

③写真展「植物シモバシラが魅せる氷の世界」

開催期間：6/29（木）～10/10（火）

講演会：7/1（土）

撮影者・講師：武田 一夫さん（元帯広畜産大学教授）

講演会参加者の感想

「大変興味深い写真とお話でした。実際に見てみた

いと思いました」（大人）

「神秘的な現象の原理が分かり、大変勉強になりま

した」（大人）

②空育®「JALお仕事講座～パイロット～」
の教室

日程：6/24（土）

講師：古田 育生 さん（JAL副操縦士）

教室参加者の感想

「面白かった。特にクイズが面白かった」（小２）

「普段聞けないパイロットの仕事や飛行機の話が

聞けて良かった」（大人）

⑤いしかわ百万石文化祭2023「科学者の

心展」
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②7.22　雪の科学館で講演会（オンライン発信）

　映像ホールで、「地球の水と生命の起源を探る」の

共通テーマで、渡部氏が［宇宙の氷］、大場康弘准

教授氏が「地球の生命のルーツを探るー「はやぶさ2」

（写真：左から保坂施設長、大場准教授、渡部所長）

（中央やや右に立っているのが山口氏）

■金沢気象台「お天気フェア」に出展

　8月５日（土）に金沢気象台で開催の「お天気フェ

ア」に雪の科学館が出展。友の会も氷つり、チンダ

ル像、ダイヤモンドダストの実験に協力しました。

のもたらしたリュウグウサンプルでわかったこと」

で講演、オンラインで発信しました。

③11.10　金沢桜丘高校で講演

　県高校文化連盟自然科学専門部の「高校生のため

の秋の実験・実習セミナー」が行われ、山口良文低

温研副所長が「哺乳類の冬眠のふしぎー過去・現在・

未来ー」の題で基調講演をしました。県内のいろい

ろな高校から160人が参加し、講演に続き活発な質

疑が交わされました。尚、冒頭、石川学芸員が館と

低温研の連携協定を紹介しました。

企画展関連企画：「Dr.ナダレンジャーによる

自然災害科学実験ショー」
日程：10/22（日）

関連企画参加者の感想

「災害の話は怖かったけどナダレンジャーは面白か

った。また来て欲しいです」（小5）

「出演者のパフォーマンスに感動した」（大人）

■北大低温研との連携協定に基づく活動

　2023年は3つの事業が行われました。

①7.21　大聖寺高校での出前授業

　古川館長の挨拶の後、渡部直樹低温研所長が、宇

宙における分子の進化と氷微粒子の役割について、

理系2年の60人に授業を行いました。

企画展開催期間：10/12（木）～　11/21日（火）

企画展参加者の感想

「宇吉郎と湯川秀樹の交流を初めて知った。興味深

かった」（大人）

「絵本作家の『かこさとし』さんが科学者だったな

んて！びっくりしました」（大人）
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　我が太陽系は太陽・惑星・衛星・準惑星・小惑星・

彗星などの天体から構成されているが、彗星・小惑

星については現在も毎年多くの天体が新たに発見さ

れている。

　特に小惑星は軌道が確定したものだけでも50万個

以上あり、発見者に命名提案権が与えられる。つけ

られる名前は様々で、宮沢賢治（Miyazawakenji：

小惑星番号5008、以下同様）などの人名や、富士山

（Fuji：1584）など地名に由来するものなど、私た

ちになじみ深いものもある。ただ小惑星の多くは直

径がせいぜい1～数km程度、地球から見た明るさは

16～20等星ほどとあまりにも小さく暗い。そのため

普通の小型望遠鏡では見ることはもちろん、写真に

撮ることも難しく、一般人々の興味の対象にもアマ

チュア観測家のターゲットにもなりにくい。

　ただ、最近のデジタル写真技術の進歩によって、

数年ごとに訪れる地球と接近する衝（しょう）の頃

ならば、比較的小型の望遠鏡でも小惑星の姿を捉え

ることができるようになってきた。私は自宅に併設

の自称「金沢竹ヤリ観測所」に口径15cmの小型の

望遠鏡を設置（写真1）、観測を行っている。ここで

はこの機材で撮影した、夜空を翔る宇吉郎と寅彦＝

「師弟の星」を紹介したい。

　写真2はウキチロウ（Ukichiro：10152)。1994年に

山梨県の大友哲氏が発見したもので、直径4.6km、

公転周期は3.6年。撮影時の明るさは16.3等。2023年

9月に3年ぶりに衝となった。

　写真3はトラヒコ（Torahiko：6514）。1987年11月

に高知県の関勉氏が発見したもので直径7.6km、公

転周期4.23年。撮影時の明るさは16.4等で天の川の

たくさんの星の中を移動中。2023年9月現在19.2等

で、次回の衝：2025年11月には15等まで明るくな

る。

　これらの写真は天体専用の冷却CMOSカメラを使

用、60～90秒露出を繰り返し、恒星の間を移動する

小惑星に合わせて重ね合わせているため、周囲の恒

星が線状に写っている。もちろん、遠く小さな天体

なので、小惑星表面の様子はもちろん、形もわから

ないただの「点」にしか写らない。

　しかし、これら師弟の星が私たちの知らない広大

な宇宙空間を駆け巡っていると考えるだけでもロマ

ンいっぱい、その2人の星を遠く地上から追いかけ

るのも楽しいと感じるのは私だけだろうか？

天を翔る宇吉郎と寅彦
―師弟の星を撮る―

気象予報士・博士（工学）・石川県立大学 　村井昭夫

写真2

写真3

写真1
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誰ヶ袖図屛風

　箱根小涌谷にある岡田美術館に「誰ヶ袖図屛風」

という作品がある。これは寛永時代（17世紀）に流

行った屏風絵で衣桁に掛けられた衣装と小物だけが

描かれていて、人物は描かれていない。ここに描か

れたものから衣装の主を連想させようというもので

ある。こうした屏風は現在50点近く確認されている

という。良く知られたところでは、岡田美術館、サ

ントリー美術館、三井記念美術館、根津美術館等が

所有している。

　岡田美術館の図録には「誰ヶ袖図屏風」を次のよ

うに紹介している。「江戸時代初期　17世紀　紙本

著色　6曲1双　各101.3×256.0㎝　印章（朱文壷印　

印文不明）右隻には、衣桁に掛けられた女性用の衣

装と子供の衣装、左隻には、衣桁に掛けられた男性

用の衣装が中心である。」

　今回注目したのは、右隻に描かれた子供の衣装の

模様である（右拡大図参照）。背にあたる部分と袖

口下に大きな深紅の雪輪が見える。その雪輪の中に

黄色い雪の結晶図らしきものがいくつも見える。二

つの雪輪の間の藍青色部分には白いものを投げあっ

ている子供の姿が見える。雪合戦だろうか。そして、

袖口近くには雪輪と雪の結晶らしき模様が見える。

雪輪模様

　雪輪模様とは、1790年頃の『御免紋所帳』によれ

ば右図のようである。これは室町時代に葉に積もっ

た雪を模様化したのが始まりで、次第に丸くなった

と考えられる。一方、雪輪は雪の結晶を模ったもの

だという説もある。これは、鈴木牧之が自著『北越

雪譜』（天保7年）に、土井利位の『雪華図説』（天

保3年）を紹介した時、雪の結晶図の一つに「世に雪

輪というは是なり」と注を付けて、六角の外形を丸

くしてしまったことに端を発していると思われる。

　「誰ヶ袖図屛風」の描かれた江戸時代初期には、

雪輪は着物の模様に盛んに使われている。国宝「彦

根屏風」（17世紀）に描かれた女性の雪輪模様の着物

は、切手にもなり有名である。雪輪のくびれの数は

定まっておらず、さまざまである。

雪の結晶図模様

　つぎに赤い雪輪模様の中に見える雪の結晶らしき

模様に注目したい。扇付角板結晶に似ている。全体

像がみえる図は5個あり、六出（結晶の枝の数が6本）

が3個、七出が1個、五出が1個見られる。見にくい

が薄紅色の模様は8個のくぼみを持つ雪輪だろうか。

白い線描きされた模様は六出で、幅広六花の結晶図

のようにも見える。こうしてみると枝の数は6本が

「誰ヶ袖図屛風」（17世紀）にみる
雪華模様

山田　功（愛知県会員）

岡田美術館所蔵「誰ヶ袖図屛風」右隻

子供の衣装部分拡大

『御免紋所帳』（1790頃）のゆきわ

『北越雪譜』の結晶図 『雪華図説』の結晶図
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多いが、それに定まってはおらず、5本や7本もある。

科学の進んだ現代においても、雪の結晶は本来六出

であるが、八出や五出で描かれた結晶図模様は幾ら

でもある。その証拠に、世界の雪の結晶図切手を見

れば、八出や五出を容易に見つけることが出来る。

我が国で雪の結晶図が文様として使われだしたのは、

土井利位の『雪華図説』出版以降（天保３年1833）

である。ところが「誰ヶ袖図屛風」は、そのおよそ

200年も前の作品である。

　『雪華図説』は、古河藩主であった土井利位が、

家老鷹見泉石の協力を得て、およそ20年をかけて、

顕微鏡を使って雪の結晶を観察した記録である。雪

華図は86種に及び、美しい木版刷りとなっている。

これは私家版で、土井利位は新年の挨拶に使ってい

たという。しかし、美しい結晶図は評判を呼び、鈴

木牧之は自著『北越雪譜』の初めに『雪華図説』の

雪華図一部を紹介した。『北越雪譜』は、人気を呼

び多くの人に読まれ、同時に『雪華図説』の雪華図

も世に知れわたった。そうして家紋として、着物の

模様として、その他に使われだした。

　雪の結晶は、顕微鏡がなければ見えないわけでは

ない。太平洋側の地域でも少し寒さが厳しければ、

衣服に降りかかった雪の結晶を肉眼で見ることが出

来る。江戸時代初期にも、六出の結晶を見て感動を

した人がいてもおかしくはない。中国の韓嬰が紀元

前150年頃に「凡草木花多五出、雪花独六出』（草木

の花は多く五弁であるのに対して、雪の花だけは六

弁である）と『韓詩外伝』に描かれていることを10世

紀に書かれた『太平御覧』に示されている。雪の結

晶が六出であるという知識も当時ないわけではない

であろう。そうした知識を持ち、自ら雪の結晶を観

察した図案家が雪の結晶を模様として取り入れたの

だろうか。

　私は雪の結晶と思わしき図を詳しく調べようと、

着物の図をトレーシングペーパーにトレースしてみ

た。その一部が下図である。

　鉛筆を動かしながら気づいたことは、枝と枝との

間のくぼみが全て丸いことである。『雪華図説』で

は雪輪に似た結晶図以外では一つもない描写である。

つまり中心から六方向に結晶が成長したことの表現

ではないのである。それはあくまでも雪輪の表現な

のである。こうなると雪の結晶に見える模様は、小

さな雪輪として描かれたのではないかと思えてくる。

おわりに

　2015年5月新しく箱根にできた美術館「岡田美術

館」で、展示はされていなかったが、図録で「誰ヶ袖

図屛風」をみつけた。そこに雪華模様を発見した時

は、いささか興奮をした。実物を見て確認をしたい

と思い続け、2023年再度の訪問で、それは実現した。

それは美しい雪華図模様である。しかし、この作品

が描かれたのは17世紀江戸時代初期とある。土井利

位が顕微鏡を使って雪の結晶を記録した『雪華図説』

は、天保3年（1833）であるから、およそ200年も前

に描かれている。

　今回の調査で私が雪の結晶模様と思い込んだ雪華

図は、雪輪模様の一つであろうと思うに至った。積

もった雪は雪輪として表され、模様として楽しまれ

たが、降る雪を丸や点でではなく、結晶らしく表現

したことには驚かされる。

　以上未熟な考察である。多くの方々にご教示願え

ればありがたい。

　紙面の都合で参考図書の提示が出来なかった。お

許しをいただきたい。

『北越雪譜』に紹介された『雪華図説』一部
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■写真で回顧　開館10周年（2004）

　雪の科学館は来年2024年（11月1日）に開館30周

年を迎えます。こういう節目の年は、それまでの歩

みをふり返り、その先を考える良い機会になってき

ました。10年の節目はこれまで２回経験しましたが、

2回に分けて、主に写真で回顧してみます。

　開館10周年の2004年は、2000年の宇吉郎生誕

100年の余波が続き、新たな展開が予感される頃で

した。

　10周年のイベントは7月3日に集中的に行われ、

①音草紙 浦島太郎（能舞と語り：安東伸元、ピアノ：

アルバート･ロト）があり、②座談会「10周年 回顧

と展望」が7人のパネラーにより行われ、会場から

も積極的な発言がありました。ここまでがテリーナ

ホールで、その後ホテルアローレに移動し、③記念

パーテーで懇親しました。その時の寄せ書きを掲載

しました。（神田）

■北陸新幹線　加賀温泉駅へ

　北陸新幹線は、金沢・敦賀間の工事が完了し、現

在、試運転を続けています。開業日は来春、3月16

日（土）と発表されました。これで東京駅から北陸新

幹線で雪の科学館の最寄り駅の加賀温泉駅に乗り換

えなしで来ることができるようになります。

■4月20・21日に加賀で雪形ウォッチング

　約20年前、雪形の愛好家と雪の科学館が協力し、

「猿たばこ」など白山の雪形の伝承を10近くも発掘

できて大きな話題になり、2005年に国際雪形研究

会主催の雪形ウォッチングが加賀で開催されました。

　そして来年2024年4月20・21日、再び、加賀の

ホテル・アローレで開催されることになりました。

関心のある方は誰でも参加できます。（問い合わせ

は神田まで） 

■多摩六都科学館（東京）で来年も展示

　<「天から送られた手紙」にふれてみよう～雪と氷

がおしえてくれること>の展示会（六花59号6頁参照）

が今年に続いて2024年2月3、4、10、11、12日に再

び開催されます。詳しくは同館HPをご覧ください。

来春の新幹線駅開業に向け工事が進む加賀温泉駅前

編集後記
　来年は雪の科学館開館30周年。来春の新幹線

開通を控え、南加賀に注目が集まりつつありま

す。こんな時こそ知恵と労力の出しどころなの

ですが、友の会会員（特に幹事）も高齢化が進み、

苦戦しています。　T.K.

猿たばこ




